
古紙回収、資源回収をわかりやすく周知

● 羽鳥大門町自治会
●安東三丁目自治会

カラス対策、ごみ出しルールを周知

● 有東高層団地自治会
●中原自治会

リサイクルチラシの回覧、ごみ出しでの注意喚起

● 押切自治会
●小河内自治会

廃棄物減量等推進員

活動事例

令和３年度

ごみ減量プロジェクト

●八千代町自治会
「３切り」にチャレンジし、生ごみを減量＆
「雑がみ」の分別を行い資源のリサイクル



羽鳥大門町自治会 小田さん

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

羽鳥大門町自治会では、古紙回収の排出方法を記載したチラシを配布し
ています。

【チラシに掲載している内容】
・古紙・雑がみ類出し方マナー
・月１回の古紙回収日
・排出時間

古紙は奨励金も出ることから、自治会の大切な活動源となっています。
このようなチラシが自治会から配布されることで、ごみの減量やリサイクル
が一層推進されることでしょう�
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

古紙回収の
排出方法を記載した
チラシを配布！



安東三丁目自治会 安江さん

安東三丁目自治会の安江さんは、資源回収で回収できない物を誤っ
て出されている事象が続いていたため保存版として「資源回収の出し
方」ガイドを作成しました。

自治会の収集日を記載することで、月１回の忘れがちな「不燃・粗大ご
み」、「資源回収」も忘れずに出すことができます。

このようなチラシが配布されることで、助かっている方はとても多いと思
います。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■



有東高層団地自治会 山田さん

有東高層団地自治会では、ごみ減量対策として地域スーパー
マーケット協力のもとリサイクル分別を周知したところ、少しずつで
すが、ペットボトルが排出されなくなったそうです。

自治会・町内会の申請により、市が配布している飛散防止ネットを配布し
ています。この飛散防止ネットの使用は、カラスによるごみ散乱被害の防止
に一定の効果があります。
そのため、ごみ袋は必ず飛散防止ネットの中に入れることや、生ごみは二
重にしてごみ袋に入れるようにしカラス対策をしています。

一人ひとりが地域環境を考えて行動し、ごみの減量に取り組むことで豊か
な環境を未来に残すことができます。

ごみ減量対策、カラス対策の周知



中原自治会 芦川さん

■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■
中原自治会の芦川さんは、作成した回覧用チラシに“資源回収ルール違
反ごみの写真”を掲載しました。

不適正に排出された集積所の様子をわかりやすく掲載し、チラシを見た
人が分別の意識高揚つながる内容となっています。

また、資源回収では出せないものを皆に改めて周知するため毎月回覧
をしているそうです。

ごみの出し方、ルールの周知はとても効果的です。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■



押切自治会 望月さん

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

押切自治会の望月さんは、自治会でビン、カン、ペットボトルの回収につ
いてのお願いの回覧を作成しました。

ビン、カン、ペットボトルは、大切な資源です。

ルールを守り、ビン、カン、ペットボトルを資源ごみとして排出することでリ
サイクルがより推進されることでしょう。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

自治会で「ビン、カン、
ペットボトル回収について
のお願い」の回覧を作成
し、出し方を守るよう
呼びかけました



小河内自治会 池ヶ谷さん

● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ●

小河内自治会の池ヶ谷さんは、「ごみの出し方」についてのお知らせを回
覧しています。

毎月１回、各地区の班長及び自治会役員が集まる定例会で問題が発生
した場合に意見を出し合い情報共有し、６月に集積所の１ヶ所にごみの排
出ルールを守る看板を設置しました。

回覧の注意喚起としてごみ収集車の火災事故が他都市であったこともあ
り、定例会でごみの分別について説明したそうです。

このように自治会の皆様に取組していただくことでごみ問題に対する意識
が変わっていくことでしょう。
● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ● ゜ ●

回覧で注意喚起
をしているよ。



八千代町自治会 ごみ減量プロジェクト
榊原さん

八千代町自治会の推進員である榊原さんのご提案によりスタートした令和２年
度のごみ減量プロジェクト❕ 令和３年度も継続してチャレンジしてます❕
八千代町自治会の皆様と静岡市が協力し、ごみの減量に取り組んでいます。

皆様のお住いの地域でも、ぜひ取り組んでみませんか？
一緒に頑張ってみようかな…という地域の皆様、大募集中です☆

①「３切り」にチャレンジし、生ごみを減量
1. 食材の使い切り …食材は必要な分だけ買う
2. 食品の食べ切り …料理の作りすぎに注意する
3. 生ごみの水切り …生ごみは80%が水分

出す前に「ぎゅっ」と一絞り！

静岡市の可燃ごみの
約40%を占める生ごみに

着目しました

I. 八千代町自治会にて市政出前講座を実施＆
プロジェクトの概要を静岡市より説明。

II. プロジェクト実施期間中（令和３年10月～令
和４年３月）、八千代町自治会の可燃ごみの
量を計量。

III. プロジェクトの実施期間中の可燃ごみの量の
推移を、市政出前講座にて発表。

②「雑がみ」の分別を行い、生ごみの減量＆資源のリサイクル
「雑がみ」を自治会が実施している古紙回収に出すことで、資源

を有効活用 ＆自治会の財源確保！

静岡市では、団体からの申請により古紙等資源回収活動奨励金を交付しています。
※令和３年度 古紙等資源回収活動奨励金：４円／ｋｇ

市政出前講座の様子


